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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
透明且つ扁平形状を有する主要部（１０）と該主要部（１０）の周縁に位置する縁部（１
１）とからなる振動板（１）と、該振動板（１）の縁部（１１）に固定される駆動コイル
（２０）と、該駆動コイル（２０）と所定の空隙を設けて一定の位置に配置されるマグネ
ット（２１）と、該マグネット（２１）が取り付けられるヨーク（２２）とを備える平面
スピーカにおいて、
前記振動板（１）の主要部は、前記縁部（１１）よりも厚く形成されていることを特徴と
する平面スピーカ。
【請求項２】
前記主要部（１０）は、透明且つ扁平形状の補強板（１０ａ）が貼り付けられることによ
り、前記縁部（１１）よりも厚く形成されていることを特徴とする請求項１に記載の平面
スピーカ。
【請求項３】
前記振動板（１）は、ポリエチレンテレフタレート、ポリカーボネート、ポリエチレンナ
フタレート、ポリエーテルイミド、又はポリイミドのいずれか一つからなることを特徴と
する請求項１、又は請求項２に記載の平面スピーカ。
【請求項４】
前記主要部（１０）と前記縁部（１１）の厚みの比が１．５：１～３：１であることを特
徴とする請求項１乃至３に記載に記載の平面スピーカ。
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【請求項５】
前記振動板（１）は、断面凸状に形成されており、前記縁部（１１）は段差を設ける段部
（１１ａ）を有していることを特徴とする請求項１乃至４に記載の平面スピーカ。
【請求項６】
前記振動板（１）の縁部（１１）に、前記駆動コイル（２０）の位置決めするための凹部
を設けていることを特徴とする請求項１乃至５に記載の平面スピーカ。
【請求項７】
装置本体と、この装置本体の所定箇所に配置され情報を視覚的に表示するためのディスプ
レイ（５０）とを備え、請求項１乃至６に記載のスピーカが、前記ディスプレイ（５０）
の前面に配置されたことを特徴とする電子機器。
【請求項８】
前記振動板（１）の断面凸状に形成されることによりできたスペースに前記電子機器のデ
ィスプレイ（５０）が配置されることを特徴とする請求項７に記載の電子機器。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、平面スピーカ及び携帯電話やノートパソコン等のディスプレイ(50)前面に前記
平面スピーカが配置される電子機器に関する。
【０００２】
【従来の技術】
携帯電話やノートパソコン等に用いる平面スピーカとして図７及び図８に示すようなもの
が公知である。
【０００３】
この平面スピーカは、携帯電話やノートパソコン等の電子機器(40)の本体の開口部(41)を
介して外部に顕出する主要部(10)と該主要部(10)の周縁に段部(11a)を介して張出す縁部(
11)とからなる振動板(１)と、ケース(53)に収納され前記振動板の縁部(11)に設けられ前
記ケース(53)内に適宜手段で固定されたヨーク(22)と該ヨーク(22)内に設けられるマグネ
ット(21)と該マグネット(21)の頂面に固体されるトッププレート(51)と磁気ギャップ内に
配置される駆動コイル(20)とから構成される磁気回路(２)とを具えており、前記駆動コイ
ル(20)の一端部を振動板(１)に固定することにより構成されている（例えば実用新案文献
１）。
【０００４】
【実用新案文献１】
実用新案登録第３０７８０２２号公報（第１頁、図１～３）
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
従来の一般的なスピーカに用いる振動板は、強度向上のために振動板を湾曲しているもの
が多い。ところが、上記のような構成の平面スピーカに用いる振動板は、携帯電話やノー
トパソコンのディスプレイ(50)等の前面に配置されるため、映像が湾曲しないように前記
主要部は扁平形状を有している。そのため、前記主要部の中心近傍は構造的に強度が弱く
なるという問題がある。また、特許文献１に記載のスピーカにおいては、前記平面スピー
カが前記電子機器の本体から露出しているため、強度の弱い前記主要部が外部からの圧力
や衝撃により、破損やすいという問題がある。また、これを改善するために前記振動板を
厚くすると前記磁気回路による振動が伝わり難くなり、音質及び音圧の低下を招くという
問題がある。
【０００６】
そこで本発明は、上記問題に鑑み、主要部の強度を向上させると共に、音質を向上させた
平面スピーカ及びそれを用いた電子機器を提供する。
【０００７】
【課題を解決するための手段】



(3) JP 4201637 B2 2008.12.24

10

20

30

40

50

本発明は、透明且つ扁平形状を有する主要部(10)と該主要部(10)の外側に位置する縁部(1
1)とからなる振動板(１)と、該振動板(１)の縁部(11)に固定される駆動コイル(20)と、該
駆動コイル(20)と所定の空隙を設けて一定の位置に配置されるマグネット(21)と、該マグ
ネット(21)が取り付けられるヨーク(22)とを備える平面スピーカにおいて、
前記振動板(１)の主要部は、前記縁部(11)よりも厚く形成されていることを特徴とする。
【０００８】
また、前記主要部(10)は、透明且つ扁平形状の補強板(10a)が貼り付けられることにより
、前記縁部(11)よりも厚く形成されていることを特徴とする。
【０００９】
上記手段を用いることにより、音質及び音圧を低下させることなく振動板の強度を向上さ
せることができる。
【００１０】
【発明の実施の形態】
本発明における振動板(１)は、電子機器(40)のディスプレイ(50)が見えるように透明且つ
扁平形状の主要部(10)と、該主要部(10)の両端に設けられた磁気回路(２)が取り付けられ
る縁部(11)とからなる。
【００１１】
前記主要部(10)は、前記縁部(11)よりも厚く形成され、前記振動板(１)形成時に振動板(
１)の主要部(10)を厚く形成したもの、また主要部(10)及び縁部(11)の厚さが同じもの用
いて、主要部(10)に透明且つ扁平形状の補強板(10a)を両面テープ、接着剤等で貼り付け
たものが用いられる。
【００１２】
前記主要部(10)と前記縁部(11)の厚さの比としては、１．５：１～３：１であることが好
ましい。この範囲よりも主要部(10)が薄いと強度向上の効果があまり得られないと共に、
振動板が軽くなり音質が低下する。またこの範囲よりも主要部(10)が厚いと音圧低下の原
因になる。前記振動板(１)は材料としては、透明度の高いものが用いられ、例えばポリエ
チレンテレフタレート（ＰＥＴ）、ポリカーボネート（ＰＣ）、ポリエチレンナフタレー
ト（ＰＥＮ）、ポリエーテルイミド（ＰＥＩ）、又はポリイミド（ＰＩ）等から形成され
る。
【００１３】
また、前記振動板(１)において、扁平な面積が広いほどの前記主要部(10)の強度は弱くな
る。そのため、該振動板(１)を断面凸状に形成し、前記縁部(11)に段差を設ける段部(11a
)を備えることにより、扁平な面積を狭くすることができ、前記主要部(10)の強度を向上
させることができる。さらに、該振動板(１)を断面凸状に形成したことによりできたスペ
ースに、液晶画面等のディスプレイ(50)を配置することによりスペースを有効に利用する
ことができる。
【００１４】
また、前記振動板(１)の縁部(11)に駆動コイル(20)の位置決め用の振動板凹部を設けるこ
とにより、生産性が向上すると共に、取り付け時におけるズレを防止することができる。
【００１５】
以下に本発明の一実施の形態につき図面を参照して説明する。
【００１６】
（実施例１）
図１に実施例における平面スピーカの上面図（ａ）及びＡ－Ａの断面図（ｂ）を示す。こ
の平面スピーカは、断面凸状で主要部(10)及び縁部(11)からなる振動板(１)と、該振動板
(１)の縁部(11)に配置される磁気回路(２)と、前記振動板(１)の縁部(11)及び磁気回路(
２)が取り付けられる枠体(３)と、外部回路と電気的に接続される枠回路基板(30)からな
る。
【００１７】
実施例１のスピーカに用いる振動板の断面図を図２に示す。この振動板(１)は、材料とし
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てＰＥＴが用いられ、電子機器(40)等のディスプレイ(50)が見えるように透明且つ扁平形
状の主要部(10)と、該主要部(10)の周縁に設けられた磁気回路(２)が取り付けられる縁部
(11)とからなる。前記主要部(10)の厚さは１００～１５０μｍ、前記縁部(11)の厚さは５
０～７５μｍに形成され、前記縁部(11)が、前記枠体(３)に接着剤によって固定される。
【００１８】
実施例１のスピーカに用いる磁気回路(２)の断面図を図３に示す。この前記磁気回路(２)
は、銅線を振動板(１)に対して垂直な巻軸を有するように楕円状に形成した駆動コイル(2
0)と、前記駆動コイル(20)に所定の空隙を設けて一定の位置に配置される矩形のマグネッ
ト(21)と、該マグネット(21)が挿入されるヨーク(22)を備え、前記ヨーク(22)は枠体(３)
に設けられた振動板凹部(11b)に配置され、前記駆動コイル(20)は前記振動板(１)の縁部(
11)に設けられた枠体凹部(３a)に下面から挿入され接着剤等により固定される。前記磁気
回路(２)は、前記振動板(１)の縁部(11)の上下及び左右にそれぞれ対象に配置されており
、前記枠体(３)の磁気回路(２)の配置されていない部分には、放音孔が設けられている。
【００１９】
また、枠体(３)の背面に、枠回路基板（図示せず）が取り付けられ、前記駆動コイル(20)
から引出されたリード線を枠回路基板と電気的に接続されている。
【００２０】
（実施例２）図４に実施例２における平面スピーカの断面図を示す。この平面スピーカは
振動板(１)が、ＰＥＴからなり、主要部(10)及び縁部(11)の厚さが７５μｍに形成されて
いるものを用い、前記主要部(10)の上面に、ＰＥＴとからなる厚さ５０μｍの補強板(10a
)を両面テープ(15)により貼り付けたこと以外は上記実施例１の同様の方法で平面スピー
カを作製した。
【００２１】
上記実施例の平面スピーカにおいて、振動板(１)の主要部(10)の厚さを、縁部(11)の厚さ
より厚く形成することにより、扁平形状にすることにより強度の低下した前記主要部(10)
の強度を補強すると共に、音質を向上させることができる。
【００２２】
図５は、本発明の平面スピーカを電子機器に取り付けた断面図である。該振動板(１)を断
面凸状に形成することにより、前記振動板(１)の強度が、全面扁平形状のものと比べ強度
が向上すると共に、前記断面凸状に形成することによりできたスペースに電子機器(40)の
ディスプレイ(50)を配置することができ、スペースの有効利用による該電子機器の小型化
が可能になる。また、振動板(１)の縁部(11)に振動板凹部(11b)を設けることにより、駆
動コイル(20)の位置決めが容易になり、生産性の向上につながる。
【００２３】
実施例では、振動板(１)として断面凸状に形成されており、前記縁部(11)は段差を設ける
段部(11a)を有しているものを用いたが、主要部(10)が透明且つ扁平形状であれば、縁部(
11)の形状に特に限定はなく、同様の効果を得ることができる。また、磁気回路(２)の数
及び配置にも特に限定はなく、例えば、円形等に形成された磁気回路(２)を、図６に示す
ように、角にそれぞれ形成したものでも同様の効果を得ることができる。
【００２４】
実施例２に用いられた補強板(10a)としては、前記振動板(１)と同様にポリエチレンテレ
フタレート（ＰＥＴ）、ポリカーボネート（ＰＣ）、ポリエチレンナフタレート（ＰＥＮ
）、ポリエーテルイミド（ＰＥＩ）、又はポリイミド（ＰＩ）等の材料が用いられる。
【００２５】
【発明の効果】
本発明は、透明且つ扁平形状を有する主要部(10)と該主要部(10)の周縁に位置する縁部(1
1)とからなる振動板(１)と、該振動板(１)の縁部(11)に固定される駆動コイル(20)と、該
駆動コイル(20)と所定の空隙を設けて一定の位置に配置されるマグネット(21)と、該マグ
ネット(21)が取り付けられるヨーク(22)とを備える平面スピーカにおいて、
音質及び音圧の低下させることなく主要部(10)の強度を向上させた振動板(１)及びそれを
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【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例１における平面スピーカの上面図（ａ）、及びＡ－Ａの断面図（
ｂ）である。
【図２】実施例１の平面スピーカに使用されている振動板の断面図である。
【図３】実施例１の平面スピーカに使用されている磁器回路の断面図である。
【図４】実施例２の平面スピーカに使用されている振動板の断面図である。
【図５】その他の実施例の平面スピーカの上面図である。
【図６】本発明の平面スピーカを取り付けた電子機器の断面図である。
【図７】従来の平面スピーカを取り付けた電子機器の断面図である。
【図８】従来の平面スピーカに使用されている磁気回路の断面図である。
【符号の説明】
(１)　振動板
(10)　主要部
(10a)　補強板
(11)　縁部
(11a)　段部
(11b)　振動板凹部
(15)　両面テープ
(２)　磁気回路
(20)　駆動コイル
(21)　マグネット
(22)　ヨーク
(３)　枠体
(3a)　枠体凹部
(3b)　放音孔
(30)　枠回路基板
(40)　電子機器
(41)　開口部
(50)　ディスプレイ(50)
(51)　トッププレート
(53)　ケース
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